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 1977年4⽉に⻭学部第⼀回⽣として⼊学
以来、光陰⽮の如しで定年退職を迎えるこ
ととなりました。創設期の本学には東京医
科⻭科⼤学⻭学部、東京⻭科⼤学ご出⾝の
著名な教授と新進気鋭の教授さらにフロン
ティアスピリットに溢れた先⽣⽅が赴任さ
れ、熱⼼な教育と多くの薫陶を賜りまし
た。教授陣と学⽣との意⾒交換は今より
ずっと活発で、私は学⽣代表として教授陣
と“交渉する”教育委員を2年から6年まで務
めました。部活は、東京都⾼体連⼤会で⼤
将として挑み2年連続団体優勝した柔道に取
り組み、元インターハイ選⼿が数多くいた
全⻭体で6学年まで個⼈戦決勝に進み、上條
旗が岡賞を受賞しました。⼤学院進学後、
第⼀⼝腔外科学教室主任教授の道 健⼀先⽣
（現本学名誉教授）のご指導の下、⼝腔外
科のイロハを学ぶとともに、発⾳障害に関
する研究で、本学第⼀号の⻭学博⼠を授与
していただきました。 
 1990年から⽶国の嚥下障害治療の第⼀⼈
者であるGroher博⼠に師事し、直弟⼦とし

て2年間学び、1994年から
2年間は癌研究会附属病院
で頭頸部癌⼿術の研鑽を積
みました。2004年6⽉新設
の⼝腔リハビリテーション
科の科⻑として摂⾷嚥下障
害、発 ⾳ 障 害、⼝腔 異 常 習 癖、呼 吸 障 害
（閉塞性睡眠時無呼吸）の治療に邁進し、
現在に⾄っています。 
 当科のオリジナル技術を含めた⼝腔機能
障害の先進的な治療を求め、全国から患者
さんがいらして下さり、紹介元も癌専⾨病
院、⼤学病院など全国的に知名度の⾼い病
院から⾔葉の教室まで多岐に渡り、この場
をお借りしてお⼒添えをいただいた学内外
の先⽣⽅、本学職員の皆様、そして素晴ら
しい結果をもたらして下さった患者の皆様
に⼼より感謝申し上げます。 
 私は退職しますが、後輩たちによって当
科の⼝腔機能障害への⾄誠⼀貫の取り組み
はまだまだ続きます。今後ともどうぞ宜し
くお願いいたします。 
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⼝腔機能障害への⾄誠⼀貫の取り組みはまだまだ続く 
⼝腔リハビリテーション科 診療科⻑ ⾼橋 浩⼆ 

 P1 巻頭⾔ 退任のご挨拶 
 P2 退任のご挨拶 
 P3 定年退職者のご挨拶 
 P4 患者さん満⾜度調査アンケート 
 P5 患者さんからのご意⾒・ご要望、編集後記 

記事⾒出しの⾊分けをいたしました。 
   患者さん向け、  医療機関向け、  お知らせなど 
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 1986年に昭和⼤学を
卒業して、新宿区の東
京⼥⼦医科⼤学病院⻭
科⼝腔外科に23年間勤
務しました。 
 2 0 0 9 年 か ら 昭 和
⼤ 学 ⻭ 科 病 院 地 域 連

携 ⻭ 科 に 移 り 、 1 2 年 間 が あ っ と い う
間 で し た 。 新 宿 で は 病 棟 か ら の ⾼ 層 ビ
ル 群 の 夜 景 に 癒 さ れ ま し た が 、 洗 ⾜ で
は 晴 れ た ⽇ の 朝 、 北 千 束 五 差 路 か ら 雄
⼤ な 富 ⼠ ⼭ を 眺 め る の が 楽 し み で す 。  
 ⼥⼦医⼤では医科の⼊院・通院中の⼼臓
病、糖尿病、がん治療中、抗⾎栓薬服⽤中な
ど重篤な全⾝疾患（有病者）患者さんの、⼀
般⻭科処置から⼝腔外科⼿術、さらに救急救
命センターで他科医師と連携して⼝腔顔⾯外
傷、⼝腔感染症など救急症例の治療を⾏って
きました。 
 地域連携⻭科は佐野晴男教授、私、マイ
ヤース三恵先⽣など5名の医局員でスタート
しました。昭和⼤学⻭科病院では専⾨分野に
細分化されているため、紹介元の医療機関や
患者さんは、⾃分がどの専⾨科に受診するの
か、分からないことが多いのが現状でした。 
 紹介で診療科の指定のない患者さんは、ま
ず当科で診察して専⾨各科に振り分けていま
す。さらに⼀般開業医では対応できない有病
者の⾍⻭治療から抜⻭（⼩⼿術）に⾄る包括
治療を⾏っています。特に⻭科恐怖症（⻭科
治療が苦⼿、嘔気反射）、薬物アレルギーな
どの紹介患者さんに対しては⻭科⿇酔科と連
携して治療にあたり、必要に応じて静脈内鎮

静、静脈⿇酔、全⾝⿇酔下での治療を⾏って
います。お互いに顔の⾒える連携を⼼がけ、
予約外を含めて電話1本で急患対応すること
で医療連携も良好となりました。 
 近隣の城南7⻭科医師会、川崎市、横浜市
の⻭科医師会ならびに医科医療機関を含めて
毎⽉150⼈前後の紹介数です。⻭科病院全体
の紹介率も40%以上に増加しております。
さらに昭和⼤学病院⻭科、藤が丘病院⻭科、
烏⼭病院⻭科に医局員を派遣しており、昭和
⼤学病院各科と連携することで、安⼼・安全
な医療を提供しています。しかし⻭科病院に
紹介状なく受診する患者さん（未紹介）への
対応は確⽴されていませんでした。 
 今後は未紹介の患者さんに対しても、初診
窓⼝として役割を担って、院内各科と昭和⼤
学病院各科との連携したチーム医療を促進す
るため、4⽉から地域連携⻭科は医科⻭科連
携診療⻭科と名称を変更いたします。マイ
ヤース三恵准教授、松井庄平助教を中⼼に今
までと変わることなく、皆様からのご紹介を
お受けいたします。今まで以上のご⽀援をお
願い申し上げます。 

地域連携⻭科 診療科⻑ 丸岡 靖史 
退任のご挨拶 

2009年当時の医局員集合写真 
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 私 は1985年
に⻭科病院⻭科
技⼯室に⼊職し
今年度末に定年
退職を迎える事
になりました。 

 技⼯⼈⽣を振り返りますと、⼊職当初ほと
んどアナログ作業で⼿間と労⼒を要するもの
ばかりでございました。 
 2010年を過ぎた頃から先進性を軸とし最
先端の技術を取り⼊れ、技⼯分野でも先進性
にふさわしく様々なデジタル機器の導⼊に伴
いアナログからデジタルまで数多くの技⼯を
経験する事ができたことを⼤変感謝しており
ます。 
 
 

 ⽇頃の作業ではCAD/CAMシステムにて顎
模型をスキャニングしデザインソフトで⻭冠
をデザインし加⼯機で削り出し、インプラン
トやジルコニア冠などの製作が主な仕事でし
た。CAD/CAMシステム導⼊当初は今までに
経験の無い作業の連続で⼀つのソフトをマス
ターしても、また新たなシステムが導⼊さ
れ、やりがいと⼾惑いのなか、なんとか現在
に⾄る事ができました。 
 今後は昭和⼤学で学んだ様々な経験を残り
の⼈⽣に活かしていくつもりであります。 
 退職を迎えるにあたり各科先⽣⽅、コデン
タルの皆様、事務課の皆様、また⼤勢スタッ
フの皆様に感謝いたします、ありがとうござ
いました。 

⻭科技⼯室 後藤 ⼤介 

 
定年退職者のご挨拶 

図２︓マウスピース  図１︓⼩型の⻭ぎしり検査装置  

 3⽉31⽇に定
年退職を迎える
ことになりまし
た。1981年4⽉
昭和⼤学病院に
⼊職しました。 

 私達の仕事は、⼊院患者さんの⾷事を提供
することです。⾷事の内容も⼀般⾷、⼩児
⾷、糖尿病⾷、⾼⾎圧⾷、アレルギー・・・
など多種に分かれていましたので、⼾惑うこ
とばかりで不安でしたが諸先輩⽅のご指導の
お蔭で⻑きに渡り勤務を続けることが出来ま
した。⼼より感謝しております。 
 その後、東病院、烏⼭病院に異動となり
2019年、⻭科病院に異動して参りました。 
⻭科病院では、⼝の中を治療している患者さ

んがほとんどですので咀嚼を必要としないよ
うなキザミ⾷、ソフト⾷、流動⾷のような⾷
事を提供することが多いです。 
 患者さんの退院時に、「⾷事、美味しかっ
たです」というような⾔葉をいただく事があ
ります。私には、何より嬉しい⾔葉でした。
⻭科病院では多くの事を学ばさせていただき
ました。ありがとうございました。 
 皆様のご健勝と⻭科病院の益々のご発展を
お祈り申し上げます。 

栄養科 調理師 中⽥ 寅次 
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 早いもので、今年度も残りわずかとなりました。新型コロナウイルスの影響で
活動⾃粛など社会の変化もめまぐるしく、1年が早く感じられた⽅も多かったの
ではないでしょうか。何かと慌ただしい時期ではありますが、睡眠や栄養などを
⼗分にとり、健やかにお過ごしください。春の暖かい季節を迎えコロナ禍が1⽇
も早く収束することを願うばかりです。     （M.T） 

 2022年1⽉29⽇(⼟)から2⽉4⽇(⾦)の期 間
で患者さん満⾜度調査アンケートを⾏い、
1,485枚のご回答をいただきました。 
 アンケートにご協⼒いただきまして誠にあ
りがとうございました。皆様からいただいた
ご意⾒は、今後のサービス向上に⽣かして参
ります。アンケート結果は只今集計中となり
ますので、詳細は改めてご報告いたします。 

編 集 後 記 

患者サービス向上委員会  
患者さん満⾜度調査アンケート 速報について 

  

  
 

患者サービス向上委員会  
患者さんからのご意⾒・ご要望 

ご意⾒・ご要望 回答・改善等 

 髪を乾かすのにも結構時間がかかるため、⼊
浴の時間が30分は少し短いのではないでしょう
か。また、携帯を持っていない時もあるので、
⼊浴室に時計があったら嬉しいです。 

 貴重なご意⾒ありがとうございます。⼊浴室
に時計を設置いたしました。 
 ⼊浴時間の提供につきましては、限られた時
間に皆さまに平等にご利⽤していただくため30
分とさせていただいております。 
 ドライヤーのご利⽤は談話室や⾃室でもご利
⽤は可能ですので、説明を追加してご案内して
参ります。ご理解とご協⼒のほど、よろしくお
願いいたします。 

（病棟） 


